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機長　Ｌ

フレーム長さ（Ｌ－６８）

86

標準ドライブユニット取付寸法

運搬物

単品重量　ｋｇ／ヶ

全重量 ｋｇ／全長

品　　名

外形寸法

＜仕様記入欄＞

オプション
（脚、ガイド 等）

コンベヤベルト

Ｄ　Ｌ

機　長　Ｌ

（　　　　　　　）

□標準（ポリウレタン・緑）

□その他

（１２５０～１６００）

６０ ４００

（７５０～１２４９）

６００

１６０１～

34

ドライブユニット　取付位置（ＤＬ）

ドライブユニット

ヘッド、テールユニット2

フレーム3
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１

１式

本体組立図

コントロールユニット

２４５

２５０

２９０

実ベルト幅

フレーム幅 Ｗ

５０Ｗ／２５Ｗ

呼称ベルト幅 Ｂ

１３０Ｗ／９０Ｗ

Ｍ０

モータ
出っ張り量

      ／６０Ｗ

４５

５０

９０

      ／４０Ｗ

１１０

６５

７０

52102

87

49

９５

１４０

１００

１４５

１９０

１５０

１９５

２４０

２００

２９５

３４０

３００

３４５

３９０

３５０

400

460

400

500

500

560

600

660

600

W-15

30

Ｍ６ ３種ナット 側面より挿入

Ｍ６ ナット 挿入
Ｍ５ タップピース 挿入

中間断面図

19

37

2
40

ベルト緩め装置付（オプション）

215

機長　Ｌ

ヘッド、テールユニット4 １式 ベルト緩め装置付（オプション）

５００～９９９ １０００～１６００

注）ベルト緩め装置付は（ ）内となります．

ベルトコンベヤ（２）

φ25.4

（１）ベルトコンベヤ（２）の外観図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

［ＣＡ－２］

［ＣＦ－２］

注意［ＣＦ－２］

注意［ＣＧ－２］

注意［ＣＡ－２］

銘　　板

形式ミニシール

電源表示銘板

1

2

3

6

5

7

１

１

１

６

１

１

シール貼付位置図

進行方向マーク

Ｙ

［ＣＦ－２］

(三相一定速時)

単相時はコントロールボックスに貼付ける

穴を塞ぐ
単相定速

インバ－タ変速時はブラケットの裏面に貼付ける

単相変速

社名シール

電源表示銘板9

8

１

１

［ＤＣ－２］

危険［ＤＣ－２］10

［ＤＢ－３］

フレームごとに中央部に貼付 フレームごとに中央部に貼付
両側に貼付

危険［ＤＢ－３］11

アースシール ＪＭ４

［ＣＧ－２］

２～

２～

ベルトコンベヤ（２）

（２）リスクアセスメント実施後の警告表示マークの種類と貼付け位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（４）リスクアセスメント実施前後の実機写真（１／２） 

 

 

評価前 評価後
２－２－１　コンベヤ（２）全体 コンベヤ（２）全体（保護方策適用）

２－２－２　コンベヤ（２）頭尾部 まとめ表Ｎo．４／危険源の同定１．８

２－２－３　コンベヤ（２）アース まとめ表Ｎo．５，６／危険源の同定２．２、２．４

側面に貼り付けてあった「はさまれ・巻き込まれ」シールを
上面に貼り付けた。

アース用ピース取付け

ピースの本体への取付けは、
歯付座金を使用



 

リスクアセスメント実施前後の実機写真（２／２） 

 

２－２－４　ドライブカバー まとめ表Ｎo．２、７／危険源の同定１．４、３．１

２－２－５　ドライブカバー まとめ表Ｎo．２／危険源の同定１．４

２－２－６　フレーム中央部（ドライブカバー付近） まとめ表Ｎo．３／危険源の同定１．８

２－２－６　フレーム中央部（全体中央部）

中央部追加写真

「カバーをはずすな」を「運転中はカバーをは
ずすな」に変更。また、２種類の注意事項の
上下（表示順序）を入れ替えた。

カバーをはずした際、見える位置に「はさまれ 巻き込まれ」
シールを貼り付けた。

フレーム中央部・上面に「コンベヤ上に乗るな」、側面に「コン
ベヤの下に入るな」シールを貼り付けた。




